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当たり差益が県内事例で50円（肉質，すべて中）程

度であり，枝肉安の状況では，枝肉価格が多少安くて

も，飼料費がかからない放牧を攻り入れた一貫肥育経

営の方が有利と言える。

放牧と刈取の産乳性の比較検討について

青　木　章　夫

（岩手県畜産試験場）

1　号　え　が　き

放牧の良さは，一般酪農家が等しく認めるところで

あるが，圃場の広さ，その立地条件，放牧技術の難し

さ，特に牛乳生産量に対する不安等から，放牧に踏み

切れないで育刈給与をしている例が多い。ここでは実

際に良家が取り得る範囲の草地面積1頭当たり50aを

想定して，放牧と刈取の産乳性の検討をした。

第1表　洪試牛（開始直前の状態）

47年■　搾乳牛川頭（各区5頭）

2　試　験　方　法

試験は47年と48年の2年行ったが，頭数や放牧方

法が若干異なっている。

1　試験処理

放牧区と刈坂区の生草給与期間の平行比較

2　供試牛

2－5月分娩の牛を用いた。47年は各区5頭，48

年は各区5頭を供試した（第1表）。

　 処 理 区

項 目 牛 ‰

放　　　　　　　　　　 牧　　　　　　　　　　 区

18 4 9 5 0 85 71 平　　　 均

体　　　　 重 5 85 5 50 5 °0 58 4 5 8 2 5 7 1．8 毎

産　　　　 次 7 4 5 5 2 5．8 度

乳 量 4／ 2貸5 0 25．2 24．7 2 1．0 25．4 25．2 25．9 吻

生　 年　 月　 日 5°． 又 18 4 1． 1．29 4 1． 5．10 4 2． 5．10 42．11．1° －

最 終 分娩 月 日 4ヱ　 2．25 4 7　 5． 5 4（5．12． 5 4ス　 2．25 4ス　 4．2 1 ー

最 終 種 付 月 日 48． 2．2 0 4 ス 10．25 47こ　2， 4 4ス 12．22 47 10．17 －

　 理 区

項 目 牛 軋

刈　　　　　　　　　　 取　　　　　　　　　 区

45 4 4 4 7 52 d O 平　　　 均

体　　　　 重 55 4 59 1 5 6 0 495 5 46 5 °鼠2 毎

産　　　　 次 7 4 5 5 5 5．4 産

乳 量 4／ 2 R 5 0 2占．1 24 ．4 22 5．7 2D．d 2 1．2 2 5．2 吻

生　 年　 月　 日 40． ス 12 40． 8，19 4 1． 1．17 4 1．　エ 11 4 1．11．20 －

最終 分娩 月 日 4ス　 1．16 4ス　 1． 4 4 ス　 2． 8 4 ヱ　 4．20 4 ス　 2．15 －

最終 種 付 月 日 4Z　 Z 22 4ス 11．28 4 Z　 d． 1 4ス　 ‘． 5 48． 2．10 －

50号が次期分娩のため乾乳になるので，8月21日より74号と変える。

産　 次 乳量 （4／2父50） 生　 年　 月　 日 最終 分娩 月 日 最 終 種 付 月　日

7 4 号 589 吻 2
； 1” 毎

45．5．20 47　 1．20 4ス　‘． 1
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　 処 理 区

項 目 牛 仙

刈　　　　　 取　　　　　 区 放　　　　　 牧　　　　　 区

4 7 5 2 1 平　　 均 8 8 1 7 d 平　　 均

生　 年　 月　 日 4 1． 1．1 7 4 1． 7 1 1 44 ． 5． 4 －
4 2． 鼠 10 4 5 ． 6．1 7 4 4 ． 9 1 1

ー

分 娩 年 月　 日 4 8． 5． 4 4 8． 5．1 1 4 8 ． 2．18
－

4 8． 2 ．17 4 8 ． 5． 1 4 8． 5．2 0
－

分 境 後 日 数 5 7 5 0 7 1 5 免 5 7 2 5 9 4 1 5 Z S

産　　　　 次 4 4 5 5．5 5 5 2 2 ．7

乳　 羞 ： ¢め 2 5．9 2 8．4 18．7 2 5．0 2 ス1 2 2．1 2 2．4 2 5．9

体　 重 （切 5 4 4 5 5 1 4 5 8 5 0 4 ．5 5 5 0 5 4 0 4 8 5 5 2 5 ．0

5　供試草地

オーチャードグラス主体の永年混播草地，1頭当た

り　50a。

4　試験期間

放牧及び刈攻が可能な期間としたので年次により若

干異なる。

47年，放牧区5月　6日～10月28日　（175日）

刈取区5月10日～11月　2日　（17°日）

48年，放牧区4月28日～11月　8日　（190日）

刈取区5月10日・－11月　1日　（175日）

5　管理条件

（放牧区）

（1）放牧方法　10枚区に区劃して輪換放牧とした。

放牧時間は，午前8時50分から午後4時までの日中

放牧を原則としたが，48年はスプリソグフラッシュ

時に昼夜放牧を取り入れた。

（2）補助飼料　濃厚飼料を乳量の5分の1量給与，

その他に牧乾草を47年は毎日5毎，48年は時期的

に生革不足な時（8月，10月）に5毎程度与えた。

（3）掃除刈　5輸換目を終了後掃除刈を行った。

（4）余剰草　時期的余剰草は坪刈により収量把握後

刈り取って乾草とした。

第2衰　1頭当たり牛乳生産量

（刈取区）

（1）牧草給与畳　47年は放牧区の採食量を約80

毎と見込んで，刈取区の給与量をdO毎とした。48年

は前年の成績から刈取区の給与量の目標を80晦とLよ㍉

（2）刈取体系　トラクタ（55馬力）モア－，グラ

ス′、－べスタ（ピックアップワゴン）を使用した。

（3）余剰草　時期的余剰草は坪刈により収量把握後

刈り取って乾草とした。

占　牧草採食量調査

ケージ法による刈取差法で行った。

7　施　肥

放牧区，刈取区に同量の施肥をした。草地化成（2，

1．2）120毎／108．放牧区は4回，刈取区は5回に

分施した。

5　試　験　結　果

1　牛乳生産量

1頭当たりの牛乳生産量は，47年は放牧区，5，502．0

毎．刈取区5，118．7物，48年は放牧区5，7°2．8晦，刈

取区5，118．“クと放牧区が勝った（第2衰）。期間中

の1日平均乳量では，放牧区の1鼠8物に対し，刈攻区

は177毎と約2吻少ない。

年　　 度

放　　　　　　　 牧　　　　　　　 区 刈　　　　　　　 敢　　　　　　　 区

試 験 期 間 甘．C ．M 1 日平 均 1 泌 乳 期 試 験 期 間 甘．C ．M 1 日平 均 1 泌 乳 期

4 7 5．5 0 2．0 5，1 5 鼠 1 2 0．1 6．0 1 8．2 5，1 1 8 ．7 2，占2 °．9 1 ス8 5，5 1 え5

4　8 5，7 8 2．8 5，° 5 5．° 1 R d 5．4 4 2．9 5，1 1 0．6 2 ，9 5 2．4 1 ス8 5．2 4 8．0

平　　 均 5．5 9 鼠 8 5．5 4 4．5 1 R 8 5．8 0 1．2 5，1 1 5．7 2，7 4 1．5 1 ス7 5，2 9 1．4

2　枚革生産量

47年の10a当たりの収量は放牧区5，175．8晦，刈

取区5．9SR7晦，48年の収量は，放牧区6，07RO晦，

刈攻区5，125．1毎であった（第5表）。
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第5表　牧　草　収　量

年　　　 度
放　　　　　 牧　　　　　 区 刈　　　　　 取　　　　　 区

生 草 （吻／ 10 a ） 乾 物 （毎 ／ 10 a ） 生 草 （毎 ／ 1 0 a ） 乾 物 （毎 ／ 10 a ）

4 7　　　 年 5，1 7 5．8 9 8 0．8 5，9 5 父7 1．8 5 5．5

4 8　　　 年 占，0 7 鼠0 1，2 0 4．4 5．1 2 5．1 9 2 2 ．5

5　余剰革収量

47年は放牧区10，052毎，刈取区28，182．5毎㌧　48

年は放牧区は刈り取らず，刈取区は1D，258．6七才であっ

た。なお，47年は5頭分．48年は5頭分と草地面積

は47年の方が多い。

4　草地の利用状況

（放牧区）

成唐は第4表に示す。

（1）採食量1日1頚当たりの牧草推定採食量は47

第4表　草地　の　利用　状況

（48年放牧区）

年76．占毎，48年8鼠8毎であった。

（2）利用率　現在量に対する利用率は，47年55．7

％，48年52．4％であった。

（3）入退牧時草丈　入牧時草丈は47年は5°．OdⅥ，

48年は偲．7cmと48年の方がやや短い草で輪換でき

た。退牧時草丈は，47年25．7の朋，48年20．16閏であ

った。

（4）利用回数　47年は7回，48年は10回であっ

た。

　 利 用 回 数

項　 目
1 2 5 4 5 ‘ 7 8 9 1 0

合 計

（ 平 均 ）

現 存 量 くね ／ 1 0 a ）
l d 5 4 ．5

7 8 4 ．7 1．5 d Z d 1，2 1 8 ．8 1， 15 5 ．5 1，4 4 8 ．ブ 1，4 8 9 1 1，2 8 5 ．4 1，0 5 8 ．0 5 5 8 ．2 1 0 ，9 7 8 ．5

残 草 量 （　 〝　 ） 2 （52 ．8 5 5 R 7 5 5 5 ．° 4 9 8 ．5 5 5 1 ．5 8 1 8 ．5 8 1 2 ．1 8 4 5 ．1 4 4 4 ．8 5 2 4 ．9 5 ．2 5 1．1

採 食 量 （　 〝　 ） 5 9 1．5 4 2 5 ．0 8 1 4 ．0 7 1 8 ．5 d 2 4 ．2 8 5 0 ．4 8 7 7 0 8 4 0 5 6 1 5 ．2 2 1 5 ．5 5 ，7 4 7 4

生 草 収 量 （ 〝 ） 8 5 4 ．5 5 D 1．9 1，0 2 ヱ 9 8 5 8 ．9 8 5 7 5 9 1 7 こd 8 7 0 ，5 4 7 5 ．5 4 1 2 ．8 1 0 4 ．5 8 ，0 7 鼠 0

乾 物 収 量 （ 〝 ） 15 0 ．5 9 1． 1 1 7 2 ．1 1 2 2 ．1 1 5 8 ，1 2 1 0 ．8 1 2 °．1 8 7 ° 8 4 ．0 2 2 ．2 1，2 0 4 ．8

利　 用　 率 （％ ） S R 8 5 5 ．° 5 鼠 5 S R O 5 4 ．0 4 5 ．5 4 5 ．5 4 鼠 8 5 8 ．0 5 R d （5 2 ．の

大 枚 時 草 丈 （c m ） 5 0 ．8 4 1．0 8 4 ．1 5 6 ．2 5 Z d 5 2 ．7 8 5 ．9 5 4 ，5 S R O 2 8 ．7 （4 8 ．乃

退 牧 時 草 丈 （ 〝 ） 1 5 ．7 1 8 ．8 2 2 ．7 2 2 ．8 2 5 ．1 2 2 ．4 2 8 ．5 2 0 ．8 14 ．5 1 2 ．0 （2 0 ．1 ）

去 冒 孟 雲 量 （毎 ）
8 5 ．9 9 8 ．1 1 2 8 ．5 9 8 ．0 7 2 ．0 7 2 ．7 8 8 ．5 8 ス 5 8 8 ．1 1 0 8 ．7 （8 鼠 の

L 讐 占こ 芸 （ 日 ）
1 4 1 5 19 2 2 2 ° 2 占 2 5 2 2 2 1 ‘ 19 2

（刈取区）

（1）給与量，採食量　47年の給与量は85．5晦，採

食量は575毎であった。48年の給与量は88．5たれ採

食量は61．8毎であった。

（2）香草別の収量割合　47年，1番草592％，2

番草28．5％，5番草加．1％，4番草8．4％，48年，

1番草52．8％，2番草55．°％，5番草21．4％．4番

革12．2％であった。


